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第
34
回
全
国
仏
教
保
育
福
島
大
会

　
　
　   

「
合
掌
の
姿
に
花
は
咲
く
」

　
　
　
　
　
〜
被
災
地
〝 

ふ
く
し
ま 

〞
で
学
ぶ 

生
命
尊
重
の
保
育
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
実
行
委
員
長
・
吉 

岡  

棟 

憲(

福
島
ル
ン
ビ
ニ
ー
幼
稚
園) 

地
現
地
視
察
」も
検
討
し
て
い
ま
す
。

〝
福
島
へ
行
こ
う
！
被
災
地
で

学
ぶ
生
命
尊
重
の
保
育
〞
の
大

会
を
み
ん
な
で
成
功
さ
せ
ま
し

ょ
う
！

                  

　　　　                        Oct.

本
部
事
務
局
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
場

で
こ
の
よ
う
に
語
り
、
意
欲
を
示
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
主
会
場
で

の
受
け
入
れ
、
大
会
２
日
目
の
分
科

会
の
構
築
・
構
成
も
大
詰
め
を
迎
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

人
間
本
来
の
生
き
方「
向
き
合
う
・

寄
り
添
う
・
支
え
合
う
」
こ
の
三
つ

の
教
え
を
、
被
災
地
福
島
で
改
め
て

学
ん
で
頂
き
た
い
と
い
う
心
か
ら
の

願
い
が
、「
大
会
テ
ー
マ
」
に
込
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

●  

国
宝
白し

ら
み
ず水

阿あ

み

だ

ど

う

弥
陀
堂

　

平
安
末
期
に
建
立
さ
れ
た
阿
弥
陀

堂
で
、
福
島
県
唯
一
の
国
宝
建
造
物

で
す
。

●  

相
馬
中
村
神
社

　

相
馬
野
馬
追
に
は
出
陣
式
が
厳
粛

に
執
り
行
わ
れ
る
由
緒
あ
る
神
社
。

「
馬
の
駅
長
」
に
よ
る
出
迎
え
が
あ

り
ま
す
。

●  

会
津
鶴
ヶ
城

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
天
守
閣
は
ま

さ
に
白
虎
隊
の
雄
姿
が
偲
ば
れ
ま

す
。
４
０
０
年
前
の
城
下
町
を
再
現

し
た
「
會
津
十
楽
」
の
散
策
は
価
値

が
あ
り
ま
す
。

●  

ほ
ろ
酔
い
め
ぐ
り

　

福
島
の
蔵
元
数
は
東
北
で
最
多
。

「
ほ
ろ
酔
い
マ
ッ
プ
」
で
巡
る
、
風

土
と
技
で
仕
込
む
「
福
」
の
銘
酒
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
。

＊
名
湯
あ
り
、
史
跡
あ
り
。
研
修
の

あ
と
の
楽
し
み
も
こ
こ
ろ
に
残
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

＊
現
地
研
修
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

ツ
ア
ー
）
で
は
、「
原
発
事
故
被
災

■
日　

時
：
平
成
28
年
７
月
30
日
（
土
）・
31
日
（
日
）

■
会　

場
：
ホ
テ
ル
ハ
マ
ツ
（
福
島
県
郡
山
市
）

■
主　

催
：
公
益
社
団
法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会

■
主　

管
：
第
34
回
全
国
仏
教
保
育
福
島
大
会　

大 会
テーマ

  

福
島
の
「
見
ど
こ
ろ
・ 

  

見
ご
ろ
・
味
ど
こ
ろ
」
も

  

楽
し
も
う
！

地元では鶴ヶ城、

地元以外では会津

若松城と呼ばれて

います↓

平
安
時
代
の
建
築

白
水
阿
弥
陀
堂

相
馬
野
馬
追
所
縁

の
三
神
社
の
一
つ

中
村
神
社

  
福
島
は
今
！

「
２
年
後
に
、
福
島
で
会
い
ま
し

ょ
う
。」
前
回
の
京
都
大
会
を
締
め

括
っ
た
福
島
支
部
の
皆
さ
ん
の
呼
び

か
け
か
ら
１
年
余
が
過
ぎ
、「
第
34

回
全
国
仏
教
保
育
福
島
大
会
」
は
、

早
く
も
10
ヵ
月
後
に
迫
っ
て
き
ま
し

た
。
今
、
福
島
支
部
で
は
大
会
開
催

へ
の
最
終
段
階
に
向
け
て
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

吉
岡
棟
憲
大
会
実
行
委
員
長
は　

「
加
盟
園
は
14
園
、
支
部
結
成
の
歴

史
も
浅
く
組
織
力
は
脆
弱
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
大
会
に
向
け

る
意
気
込
み
は
力
強
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
本
部
事
務
局
を
は
じ
め
、
宮

城
・
茨
城
・
栃
木
な
ど
近
隣
支
部
の

ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
被
災
地
福

島
で
生
命
尊
重
の
保
育
を
学
ん
で
頂

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
、
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「
社
会
事
業
従
事
者
研
修
大
会
」
報
告

平
成
27
年
７
月
21
日
〜
23
日　

於
：
臨
済
宗
大
本
山
妙
心
寺
・
花
園
会
館 　

川
島
由
里
子

　

例
年
通
り
暑
い
夏
の
盛
り
、
二
泊

三
日
の
研
修
に
全
国
か
ら
67
名
が
参

集
。
坐
禅
、
朝
課
、
作
務
、
粥
座
（
朝

食
）
と
続
く
一
連
の
朝
の
行
事
に
身

も
心
も
引
き
締
め
な
が
ら
、
自
分
の

命
・
相
手
の
命
・
そ
し
て
頂
く
命
に

感
謝
し
、
素
直
に
合
掌
す
る
こ
と
を

学
ぶ
三
日
間
で
あ
っ
た
。

　

初
日
、
開
会
式
の
中
で
の
永
年
勤

続
者
の
表
彰
、
次
い
で
妙
心
寺
教
学

部
長
・
山
本
文
匡
師
の
法
話
「
お
か

げ
さ
ま
―
生
か
さ
れ
、
支
え
ら
れ
―
」

は
、
例
年
の
如
く
温
か
な
時
間
で
あ
っ

た
。
ま
た
そ
の
夜
の
懇
親
会
で
は
、

食
事
や
班
ご
と
の
出
し
物
を
通
じ
て
、

場
内
の
雰
囲
気
が
い
っ
ぺ
ん
に
和
や

か
に
な
り
、
参
加
者
同
士 

心
を
通
わ

す
こ
と
の
で
き
た
時
間
で
あ
っ
た
。

二
日
目
は
寺
山
内
の
退
蔵
院
を
拝

観
後
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
、
嵯
峨

野
路
の
散
策
。
途
中
、
化
野
の
念
仏

寺
を
拝
観
し
、
嵯
峨
野
路
の
一
番
奥

に
位
置
す
る
愛
宕
寺
ま
で
歩
く
。

　

ご
住
職
西
村
公
栄
師
よ
り
愛
宕
寺

の
縁
起
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
あ

と
、
境
内
に
納
め
ら
れ
た
１
５
０
０

体
の
羅
漢
石
仏
を
拝
観
。
一
般
市
民

が
彫
っ
た
と
い
う
石
仏
の
群
れ
は
、

ど
れ
も
ど
れ
も
愛
し
い
人
を
憶
っ
て

彫
ら
れ
た
こ
と
が
、
胸
に
沁
み
込
む

羅
漢
さ
ま
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
愛
宕
寺
の
広
間
を
お
借

り
し
て
、
夢
の
鳥
保
育
園
園
長
・
出

原
大
先
生
よ
り
、
幼
少
期
に
自
然
と

関
わ
り
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
ど
ん

な
に
大
事
な
こ
と
で
あ
る
か
。
た
く

さ
ん
の
事
例
や
参
加
者
が
実
際
に
草

や
木
に
触
れ
な
が
ら
、
五
感
を
駆
使

し
て
子
ど
も
が
育
つ
こ
と
の
意
味
を

お
話
し
下
さ
っ
た
。
人
は
自
然
の
一

員
と
し
て
自
然
と
共
存
し
て
き
た
長

い
歴
史
が
あ
り
、
だ
か
ら
自
然
の
中

で
心
身
が
落
ち
着
く
の
は
自
然
な
こ

と
な
の
だ
と
言
う
。
忘
れ
な
い
で
い

た
い
と
思
う
。

　

最
終
日
は
、
京
都
造
形
大
学
学
長

の
地
震
学
者
・
尾
池
和
夫
先
生
の
講

演
で
研
修
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

演
題
は
「
日
本
列
島
の
自
然
」。

　

日
本
の
国
の
地
理
的
成
り
立
ち
か

ら
話
さ
れ
、
地
震
は
正
し
く
知
っ
て

正
し
く
こ
わ
が
ろ
う
と
い
う
内
容
も

面
白
か
っ
た
が
、
昔
韓
国
で
は
、
皇

帝
が
間
違
っ
た
政
を
行
う
と
大
地
震

が
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
そ
う

で
、
今
の
日
本
に
当
て
は
め
て
お
聞

き
し
、
お
か
し
か
っ
た
。

　

尾
池
先
生
に
よ
る
と
、
大
地
震
は

確
実
に
や
っ
て
来
る
。
そ
の
時
期
も

特
定
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
正
し
く

知
り
、
正
し
く
対
処
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
す
べ

て
に
通
じ
る
こ
と
だ
と
改
め
て
感
じ

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
面
白
い
学
び
を

得
ら
れ
た
研
修
会
で
あ
っ
た
。　

◆ 

通
巻
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
誤
り
、
お
詫
び
し
ま
す 

◆

　

機
関
紙
『
仏
教
保
育
』
９
月
号
の
通
巻
ナ
ン
バ
ー
を
（
６
１
８
号
）
と

標
記
し
ま
し
た
が
、
誤
り
で
、
正
し
く
は
（
６
１
７
号
）
で
し
た
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
、
茲
に

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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「
第
３
回 

智
山
豊
山
合
同
保
育
研
修
大
会
」
報
告

 　
　
　

 

平
成
27
年
７
月
23
日 

・
24
日 　

於
：
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
・
成
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

智
山
保
育
連
合
会
事
務
局　

村
磯  

頼
裕

　

毎
年
夏
の
時
期
に
真
言
宗
豊
山
派

保
育
連
合
会
・
智
山
保
育
連
合
会
で

は
、
真
言
宗
豊
山
派
寺
院
・
真
言
宗

智
山
派
寺
院
附
属
の
幼
稚
園
と
保
育

園
に
従
事
す
る
園
長
・
設
置
者
・
教

諭
・
保
育
士
を
対
象
に
研
修
会
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
７
月
23
日(

木)

・

24
日
（
金
）
の
両
日
に
両
派
合
同
で

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
様
を
会
場

に
、
第
３
回
智
山
豊
山
合
同
保
育
研

修
大
会
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
豊
山
派
寺
院
附
属
の
幼

稚
園
・
保
育
園
が
12
園
約
70
名
、
智

山
派
寺
院
付
属
の
幼
稚
園
・
保
育
園

が
18
園
約
80
名
、
総
勢
約
１
５
０
名

が
集
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
開
会
式
で
は
、
大
本
山
成

田
山
新
勝
寺
御
貫
首
・
橋
本
照
稔
大

僧
正
は
じ
め
、
小
宮
宗
務
総
長
様
、

豊
山
派
坂
井
宗
務
総
長
様
な
ど
多
数

の
ご
来
賓
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、

ま
た
、
各
加
盟
園
に
於
い
て
幼
児
保

育
に
長
く
従
事
さ
れ
た
保
育
士
・
教

諭
の
功
績
を
讃
え
「
永
年
勤
続
者
表

彰
」
を
行
い
、
開
会
式
を
終
了
し
ま

し
た
。

　

第
１
講
で
は
、
名
取
芳
彦
師
（
真

言
宗
豊
山
派
密
蔵
院
住
職
／
総
合
研

究
院
布
教
研
究
所　

研
究
員
）よ
り
、

「
仏
道
て
く
て
く
」
と
い
う
テ
ー
マ

に
て
写
仏
の
ご
講
義
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
成
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

に
会
場
を
移
し
、懇
親
会
を
開
催
し
、

一
日
目
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
早
朝
５
時
30
分
よ
り
、

橋
本
照
稔
御
貫
首
が
御
導
師
を
お
勤

め
す
る
朝
護
摩
供
に
参
列
し
、
新
勝

寺
職
員
様
の
案
内
の
も
と
境
内
を
散

策
し
ま
し
た
。

　

朝
食
の
後
、
第
２
講
を
行
い
、
藤

本
と
も
ひ
こ
氏
（
絵
本
作
家
／
童
話

作
家
・
あ
そ
び
う
た
作
家
）
よ
り
「
え

ほ
ん　

と
き
ど
き　

あ
そ
び
う
た
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
て
、
ご
講
演
を
頂

戴
し
、
第
３
講
は
伊
藤
尚
徳
師
（
真

言
宗
智
山
派
極
楽
寺
住
職
／
智
山
教

化
セ
ン
タ
ー
所
員
）
よ
り
「
お
写
経

体
験
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
て
写
経
の

ご
講
義
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終

え
、
最
後
の
閉
会
式
で
は
、
参
加
者

に
修
了
証
を
授
与
し
二
日
間
に
わ
た

る
研
修
は
盛
会
の
内
に
終
了
し
ま

し
た
。

　

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
講
師
を
お
勤
め
頂
き

ま
し
た
先
生
方
と
会
場
を
快
く
お
貸

し
頂
き
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
大

本
山
成
田
山
新
勝
寺
の
皆
さ
ま
に
感

謝
を
申
し
上
げ
報
告
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
開
会
式

　
　
　
護
摩
供
法
要

　　　第１講

　　　第２講
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「
第
61
回 

日
蓮
宗
保
育
研
修
宮
城
大
会
」
を
終
え
て
　

　

日
蓮
宗
保
育
連
盟
主
催
の
平
成
27

年
度
第
61
回
保
育
研
修
宮
城
大
会

は
『
慈
悲
の
こ
こ
ろ
』
「
だ
き
し
め

よ
う
!!  

未
来
を
担
う
小
さ
な
い
の

ち
」
の
研
修
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
７

月
25
日
、
26
日
の
二
日
間
、
宮
城
県

遠
刈
田
温
泉
宮
城
蔵
王
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

懸
念
さ
れ
て
い
た
蔵
王
の
火
山
活

動
は
、
幸
い
に
も
大
会
が
近
づ
く

に
つ
れ
落
ち
着
き
、
日
本
全
国
か

ら
、
連
盟
加
盟
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園
、
大
学
等
よ
り
約

１
６
０
名
余
の
設
置
者
、
園
長
、
教

諭
、
保
育
教
諭
、
保
育
士
、
職
員
等

が
参
加
し
無
事
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
一
日
目
、
開
会
式
で
は
、
参

加
者
に
よ
る
宗
歌
「
立
ち
渡
る
」
讃

仏
歌
「
蓮
の
花
」
の
斉
唱
、
白
石
市

ひ
か
り
幼
稚
園
年
長
組
園
児
の
こ
と

ば
が
け
や
き
よ
ら
か
な
歌
声
、
法
味

言
上
と
続
き
ま
し
た
。
主
催
者 

濱

田
文
護
理
事
長
挨
拶
後
、
日
蓮
宗
宗

務
総
長
・
小
林
順
光
様
を
は
じ
め
地

元
ご
来
賓
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
地
元
ひ
か
り
幼
稚
園
長
・

風
間
文
静
先
生
か
ら
は
歓
迎
の
辞
と

と
も
に
「
自
然
と
や
さ
し
さ
、
恐
ろ

し
さ
、
こ
わ
さ
を
東
日
本
大
震
災
被

災
の
東
北
の
地
、
そ
し
て
蔵
王
の
地

で
再
認
識
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
永
年
勤
続
者
（
管
長
表
彰

30
年
…
２
名
、
理
事
長
表
彰
20
年
…

１
名
、
10
年
…
７
名
）
の
表
彰
、
記

念
写
真
撮
影
と
続
き
開
会
式
は
閉
式

い
た
し
ま
し
た
。 　

　

続
い
て
「
こ
ど
も
の
命
を
守
る
た

め
に
」
の
記
念
講
演
で
、
宮
城
県
名

取
市
立
閖
上
保
育
所
元
所
長
・
佐
竹　

悦
子
先
生
か
ら
、
被
災
当
時
の
状
況

を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
幼
い
子
ど
も
の
命
を
預

か
る
私
た
ち
は
、
常
に
職
員
間
で
あ

ら
ゆ
る
こ
と
を
共
有
し
な
が
ら
、
自

分
た
ち
の
命
は
自
分
た
ち
で
守
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
ご
教
示
頂

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
並
行
し
別
室
で
は
定
例
総

会
を
開
催
し
、
予
定
の
議
案
は
す
べ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
役
員

改
選
に
あ
た
り
、
濱
田
文
護
理
事
長

が
勇
退
、
顧
問
に
つ
か
れ
、
荒
居
養

雄
新
理
事
長
を
は
じ
め
新
役
員
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

夕
食
の
懇
親
会
は
、
地
元
仙
台
市

の
「
す
ず
め
と
れ
ん
ど
」
に
よ
る
す

ず
め
踊
り
や
フ
ル
ー
ト
演
奏
、
オ
カ

リ
ナ
演
奏
な
ど
和
や
か
な
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
二
日
目
は
、
仙
台
市
は
な
ぶ

さ
幼
稚
園
長
で
あ
り
、
雲
山
寺
住
職

の
菅
野
貫
順
先
生
に
よ
り
「
信
ず
る

力
」
の
演
題
で
晨
朝
法
話
。
続
い
て

「
見
え
な
い
い
の
ち
を
見
つ
め
よ
う
」

の
演
題
で
、
宮
城
県
大
河
原
町
の
幼

児
か
ら
高
校
生
で
構
成
さ
れ
る
「
つ

く
し
の
会
児
童
合
唱
団
」
に
よ
る
素

晴
ら
し
い
歌
声
と
表
現
あ
ふ
れ
る
ハ

ー
モ
ニ
ー
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
静
岡
県
双
葉
幼
稚

園
・
瀧
口
公
子
先
生
か
ら
参
加
者
代

表
謝
辞
が
あ
り
、
続
い
て
来
年
第
62

回
京
都
大
会
の
開
催
地
、
京
都
市
た

ち
ば
な
保
育
園
・
藤
田
尚
哉
先
生
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
本
大
会
は
無

事
閉
会
し
ま
し
た
。

 　
　

   

平
成
27
年
７
月
25
日  

・
26
日 　

於
：
宮
城
県
遠
刈
田
温
泉
宮
城
蔵
王
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
蓮
宗
保
育
連
盟
理
事
長   

荒
居 

養
雄 
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「
第
41
回 

浄
土
宗
保
育
協
会
全
国
研
修
会
」

　

　 (

併
修
　
浄
土
宗
保
育
協
会
中
四
国
地
区
研
修
会
）

報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
８
月
22
日
・
23
日　

於
：
山
口
県
周
南
市
「
ホ
テ
ル　

ザ
・
グ
ラ
マ
シ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

報
告
者
：
浄
土
宗
保
育
協
会
山
口
教
区
支
部   

桑
原 

弘
樹

　

平
成
27
年
８
月
22
日
（
土
）
よ
り

23
日
（
日
）
ま
で
の
二
日
間
の
日
程

に
て
、
山
口
県
周
南
市
の
「
ホ
テ
ル　

ザ
・
グ
ラ
マ
シ
ー
」
を
会
場
に
、
全

国
各
地
よ
り
40
施
設
、
１
３
５
名
余

り
の
参
加
者
を
迎
え
て
、
浄
土
宗
保

育
協
会
主
催
「
第
41
回
浄
土
宗
保
育

協
会
全
国
研
修
会
」
が
『
合
掌
の
出

来
る
よ
い
子
に
』
の
テ
ー
マ
の
も
と

に
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
に
先
立
ち
、
県
内
周
防
大

島
町
の
源
空
寺
保
育
園
の
園
児
に
よ

る
歓
迎
和
太
鼓
の
披
露
が
あ
り
『
南

無
阿
弥
陀
佛
』
の
御
名
号
の
掛
け
軸

の
御
前
に
て
園
児
一
人
一
人
の
生
き

生
き
と
し
た
演
奏
に
、
会
場
内
は
可

愛
い
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
会
式
に
お
き
ま
し
て
、

勤
行
に
引
き
続
き
理
事
長
の
白
籏
文

雄
先
生
の
挨
拶
後
、
浄
土
宗
社
会
国

際
局
局
長
・
宮
林
雄
彦
上
人
を
は
じ

め
、
ご
来
賓
の
方
々
よ
り
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
家
表
彰
・

永
年
勤
続
者
表
彰
と
続
き
開
会
式
を

終
え
ま
し
た
。

　

研
修
①
で
は
、
萩
博
物
館
特
別
学

芸
員
で
至
誠
館
大
学
特
任
教
授
の
一

坂
太
郎
先
生
に
よ
る
「
吉
田
松
陰
と

そ
の
家
族
」
と
題
し
て
の
お
話
で
、

明
治
維
新
と
い
う
大
き
な
節
目
で

「
志
」
を
貫
き
多
く
の
人
材
を
育
て

た
吉
田
松
陰
先
生
の
生
き
様
か
ら
、

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

研
修
②
で
は
、
総
本
山
知
恩
院
布

教
師
で
県
内
山
陽
小
野
田
市
貞
源
寺

第
二
保
育
園
園
長
の
加
藤
善
雄
先
生

に
よ
る
『
浄
土
宗
保
育
の
目
指
す
も

の
』
と
題
し
て
の
お
話
で
、
子
ど
も

を
敬
い
「
ほ
と
け
の
子
」
を
育
て
る

よ
う
に
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
親
に
と
っ
て
は
自
分
の
命
よ
り

大
切
な
我
が
子
、
そ
ん
な
尊
い
命
を

ご
縁
が
あ
っ
て
預
か
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
改
め
て
考

え
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合

掌
で
き
る
良
い
子
に
育
つ
た
め
に
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
今
一
度
研

鑽
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
日
目
の
研
修
は
こ
れ
で
終
え
、

懇
親
会
は
同
会
場
の
隣
の
宴
会
場
に

て
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
行
わ
れ
盛
会
の

う
ち
に
終
え
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
朝
の
お
勤
め
か
ら

始
ま
り
、
研
修
③
で
は
、
知
恩
院
仏

教
音
楽
研
究
所
主
事
で
浄
土
宗
芸
術

家
協
会
副
理
事
長
の
小
川
隆
宏
先
生

に
よ
る
『
音
っ
て
、
な
ん
で
し
ょ
う

か
？
』
と
題
し
て
の
お
話
で
、
何
気

な
く
聞
い
て
い
た
音
の
奥
深
さ
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
シ

ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
使
っ
て
歌
わ
れ

て
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
く

だ
さ
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り

ま
し
た
。

最
後
に
、
閉
会
式
が
行
わ
れ
、

お
昼
前
に
は
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
文
の
中
に
、
浄
土
宗

と
い
う
環
境
の
も
と
、
日
々
子
ど
も

た
ち
と
接
し
て
い
る
こ
と
の
尊
さ
を

改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

貴
重
な
環
境
を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら

子
ど
も
た
ち
と
日
々
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

大
変
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
こ
と

を
当
研
修
会
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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「
第
34
回 

北
海
道
仏
教
保
育
研
修
旭
川
大
会
」
報
告

北
海
道
仏
教
保
育
協
会
は
７
月
31

日
・
８
月
１
日
の
両
日
、
真
夏
日
が
続

く
中
、
第
34
回
北
海
道
仏
教
保
育
研
修

旭
川
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
会
場
は
、
旭
川
駅
か
ら
徒

歩
約
５
分
の
場
所
に
あ
り
、
木
々
に

囲
ま
れ
た
広
い
境
内
に
健
立
さ
れ
国

内
で
最
北
端
に
位
置
す
る
真
宗
大
谷

派
旭
川
別
院
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
研

修
に
は
道
内
各
地
か
ら
約
１
２
０
名

の
教
諭
・
保
育
士
が
参
加
し
、
二
日
間
、

法
話
や
講
演
、
実
技
を
踏
ま
え
た
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
つ
な
げ
る

い
の
ち
」
〜
自
ら
か
が
や
く
太
陽
と
な

ろ
う
〜
。
こ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
北

海
道
仏
教
保
育
協
会
・
野
村
定
弘
会
長

は
、「
立
ち
止
ま
り
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
は
幼
児
期
の
本

来
の
姿
で
生
き
生
き
と
充
分
に
楽
し
み

園
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？ 

人
生
へ
の
生
き
る
喜
び
を
子
ど

も
た
ち
に
予
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

生
命
尊
重
の
保

育
と
は
生
命
の
輝
き
を
体
現
す
る
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
私
た
ち
自
身
が
輝
く
中

に
こ
そ
、
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。」

と
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
の
法
話
で
は
、
真
宗
大
谷

派
旭
川
別
院
前
輪
番
・
澤
田
秀
丸
先
生

を
お
迎
え
し
、
仏
教
の
中
で
も
と
て
も

大
切
な
教
え
、「
六
識
」
そ
し
て
さ
ら

に
そ
の
奥
に
あ
る
「
八
識
」
に
つ
い
て

お
話
し
し
て
頂
き
ま
し
た
。「
人
は
皆
、

自
我
の
上
に
立
ち
、
物
事
を
見
て
い
る

こ
と
。
し
か
し
、
そ
の
自
我
か
ら
離
れ

て
み
る
こ
と
が
で
き
る
意
識
も
私
た
ち

は
持
っ
て
い
る
こ
と
。」
と
て
も
解
り

や
す
く
お
話
し
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

続
い
て
の
講
演
で
は
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
の
創
案
者
で
あ
る
古
宇
田
亮
順

先
生
を
お
迎
え
し
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

奏
者
の
方
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
奏
者
の
方

も
交
え
て
、
温
か
み
の
あ
る
優
し
い
歌

声
と
共
に
様
々
な
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大
人
の

私
た
ち
も
釘
づ
け
に
な
る
ほ
ど
た
く
さ

ん
の
仕
掛
け
と
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
た
展
開

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
後
に
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
た
懇
親
会
で
は
旭
川
の
名
物
で
あ

る
旭
川
ラ
ー
メ
ン
を
堪
能
で
き
る
ブ
ー

ス
を
設
け
、
地
方
か
ら
来
ら
れ
た
先
生

方
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
催
し
物
を
準
備

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
中
盤
に

は
、
新
感
覚
紙
芝
居
「
よ
し
と
＆
ひ
う

た
」
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
と
共
に
他
園
の

先
生
方
と
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

二
日
目
の
法
話
で
は
、（
社
）
日
本

仏
教
保
育
協
会
常
任
理
事
・
高
輪
真
澄

先
生
に
三
帰
依
文
に
つ
い
て
お
話
し
を

頂
き
ま
し
た
。
三
帰
依
文
の
三
は
三
宝

を
表
し
、「
三
つ
の
優
れ
た
も
の
」
を

意
味
し
て
お
り
ま
す
。
仏
教
の
話
に
な

る
と
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

保
育
中
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
時
に

も
「
三
つ
」
の
約
束
を
伝
え
る
こ
と
で

理
解
し
や
す
く
な
り
、
様
々
な
世
界
で

「
三
」
を
意
識
し
て
伝
え
て
い
る
方
も

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
を
高
輪
先
生
の

経
験
を
ふ
ま
え
た
お
話
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

続
い
て
は
、
拓
殖
大
学
北
海
道
短

期
大
学
・
土
門
裕
之
先
生
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
音
楽
と
リ
ズ
ム
を
題
材
に
リ

ト
ミ
ッ
ク
を
通
し
て
い
か
に
自
然
に
人

と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
方
法
や
、
様
々
な
世
界
を
見
て
き
た

土
門
先
生
が
感
じ
た
日
本
人
の
素
晴

ら
し
さ
に
つ
い
て
を
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

た
実
技
を
踏
ま
え
て
お
話
し
を
頂
き

ま
し
た
。

　

研
修
最
後
は
紙
芝
居
作
家
・
紙
芝
居

師
の
よ
し
と
＆
ひ
う
た
さ
ん
を
講
師
に

お
迎
え
し
新
感
覚
紙
芝
居
の
ス
テ
ー
ジ

を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。
よ
し
と
さ

ん
の
手
作
り
で
心
の
こ
も
っ
た
紙
芝
居

と
絶
妙
な
演
奏
を
奏
で
て
く
れ
る
ひ
う

た
さ
ん
。
そ
し
て
二
人
の
相
性
の
良
さ

が
講
演
の
最
中
の
お
話
で
も
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
紙
芝
居
を
通
じ
子

ど
も
た
ち
に
何
を
伝
え
る
の
か
？
一
緒

に
楽
し
む
に
は
、
ま
ず
は
自
ら
が
楽
し

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、
私
た
ち

保
育
者
に
と
っ
て
根
本
に
あ
る
大
切
な

事
を
改
め
て
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
北
海
道
仏
教
保
育
協

会
・
畑 

光
寿
研
究
委
員
長
に
ご
挨
拶

を
頂
き
、
二
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た

第
34
回
北
海
道
仏
教
保
育
研
修
旭
川
大

会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
両
日
、
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
お
話
し
を
聞
く
こ
と
が

で
き
改
め
て
保
育
と
向
き
合
う
こ
と
の

で
き
、
ま
た
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

平
成
27
年
７
月
31
日 

・
８
月
１
日 　

於
：
真
宗
大
谷
派
旭
川
別
院　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山 

英
明
（
み
ど
り
幼
稚
園
）　
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■
過
日
、
文
部
・
厚
労
両
省
は
平
成
28
年
度
概
算
要
求
・
要
望
を
財
務

省
に
提
出
し
ま
し
た
。
文
科
省
は
経
常
費
助
成
の
う
ち
一
般
補
助
（
幼

稚
園
分
）
は
０
・
96
％
減
の
２
０
５
億
５
千
万
円
。
園
児
一
人
当
た
り

と
し
て
は
前
年
度
よ
り
２
５
６
円
ア
ッ
プ
の
２
万
３
４
９
１
円
と
し
て

い
ま
す
。
総
額
の
減
少
は
、
園
児
減
少
に
伴
う
も
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
就
園
奨
励
費
に
つ
い
て
は
今
年
も
項
目
だ
け
を
盛
り
込
む
「
事
項

要
求
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
労
省
は
、
戦
略
的
な
重
点
要
求
・
要
望

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
『
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
の
総

合
的
な
対
策
』
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
子
ど
も
を
産
み
や
す
い
環
境
づ

く
り
と
し
て
３
２
４
７
億
円
。
待
機
児
童
に
向
け
て
は
９
３
４
億
円
。

児
童
虐
待
防
止
に
１
２
４
５
億
円
を
要
求
・
要
望
を
し
て
い
ま
す
。
年

末
か
ら
年
初
に
か
け
て
予
算
獲
得
で
気
が
抜
け
な
く
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
■
９
月
は
大
型
台
風
が
目
白
押
し
で
日
本
列
島
を
襲
っ
て
き
ま
し

た
。
土
砂
災
害
、
河
川
の
氾
濫
、
家
屋
浸
水
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
ほ
ど
で
し
た
。
過
去
の
教
訓
も
活
か
さ
れ
ず
亡
く
な
ら
れ
た
方
も

多
く
、
荒
れ
狂
っ
た
風
雨
に
お
の
の
い
た
９
月
で
し
た
■
「
平
和
に
あ

ふ
れ
た
一
日
は
水
と
始
ま
る
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の
幸
せ
を
感
謝
す
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
９
月
で
し
た
。　

（
Ｏ
・
Ｉ
）

暴
風
雨
に
直
撃
さ
れ
た
関
東
・
東
北
の
皆
さ
ま
、

　

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　　

９
月
９
日
、
愛
知
県
に
上
陸
し
た
台
風
18
号
は
日
本
海
に
抜
け
て
間

も
な
く
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
り
、
折
か
ら
の
台
風
17
号
か
ら
の
風
が
関

東
・
東
北
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
で
、
大
雨
を
降
ら
せ
る
「
線
上
降
水
帯
」

が
発
生
。
突
如
、
関
東
か
ら
東
北
に
か
け
て
記
録
的
な
大
雨
が
猛
威
を

振
る
い
ま
し
た
。

茨
城
県
や
宮
城
県
で
は
河
川
が
氾
濫
し
、
１
万
棟
以
上
の
家
屋
が

浸
水
し
ま
し
た
。
翌
10
日
、気
象
庁
は
茨
城
・
宮
城
両
県
に「
特
別
警
戒
」

を
発
令
し
避
難
を
よ
び
か
け
ま
し
た
が
す
で
に
遅
く
、
鬼
怒
川
で
は
川

の
水
位
が
急
上
昇
。
堤
防
を
越
え
た
濁
流
は
日
光
市
な
ど
市
街
地
に
流

れ
込
ん
で
き
ま
し
た
。
取
り
残
さ
れ
た
多
く
の
人
を
警
察
や
消
防
、
自

衛
隊
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
行
う
救
助
活
動
は
、
日
本
中
が
驚
き
と
祈
り

を
込
め
て
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
日
光
市
で
は
、
24
時
間
に
降
っ
た
雨

量
は
５
３
６
ミ
リ
と
な
り
、
９
月
の
平
年
の
降
水
量
の
２
倍
以
上
が
一

日
で
降
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
で
も
、
今
回
の
大
雨
で
常
総
市
が

決
壊
場
所
に
近
い
地
域
へ
避
難
指
示
を
出
し
た
の
は
決
壊
し
た
後
だ
っ

た
と
分
か
り
、
市
の
対
応
に
疑
問
の
声
も
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　

普
段
よ
り
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
く
な
ど
、
大
き
な
被
害
で
改
め

て
知
ら
さ
れ
た
日
頃
か
ら
の
備
の
大
切
さ
で
し
た
。

　

被
災
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
茲
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
一
日

も
早
い
復
興
を
こ
こ
ろ
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

   事務局日誌

９
／
３　

事
務
局
会
議

９
／
９　

こ
ど
も
の
く
に
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
版
」
編
集
会
議

９
／
28　

こ
ど
も
の
く
に
「
ひ
ま
わ
り
版
」
編
集
会
議

９
／
29　

「
ほ
と
け
の
子
」
編
集
会
議

９
／
30　

こ
ど
も
の
く
に
「
た
ん
ぽ
ぽ
版
」
編
集
会
議　


